
 

 今年は暖かくなるのが遅かったためか、待ち遠しかった“春”がようやくやって来てくれたように思えま

せんか。 さて、４月は「新年度の始まり」でもあります。 新しいスタートに不安を覚える新入生や新入

社員の方も多いことでしょう。 でも、新しい出会いは“未知の刺激”や“知見”を自分自身に与えてくれ

るものでもあるのではないでしょうか。 そして、人との出会いは“自分自身の糧”になることも多くあり

ます。 そういった意味でもこの季節は、もしかしたら“今後の自分自身を創り上げるベース”になる季節

なのかもしれません。 そんな方々に恐縮ながらひとつアドバイスをさせて下さい。 それは、『新しく出会

った人にはできるだけ減点方式ではなく、“加点方式”で向き合ってほしい』ということです。 例えば、「こ

の人のここが嫌だな、ここが合わないな…」となってしまうと、その人との関係がそのまま塞ぎこんでしま

います。 逆に、「この人はここが面白いな！自分とは考えがまるで違う、オモシロイ！」というように良い

所を見つけて加点をしていくと、合わないところも含め、その人としっかり向き合えるようになるのではな

いでしょうか。 近頃は“出会いの形”も大きく変わり、インターネット上のソーシャルネットサービス（Ｓ

ＮＳ）の「ミクシー」や「フェースブック」で、旧友と何十年かぶりに偶然出会ったなんてお話もよく耳に

しますが、おそらく今後は“出会いの形”や“出会った後の関係”もどんどん形を変えていくことでしょう。

ちなみに、『出会う』と『出逢う』は同じ意味のようですが、ニュアンスは微妙に異なるそうです。 どちら

の言葉も“偶然巡りあう”ことを指す言葉ですが、『出逢う』の方がより親しい人との巡りあいを意味するそ

うです。 そうなると、『出逢う』は“出会いの後から振り返って”そうなるものなのかもしれませんね。 年

月を重ね、仲の良い友達や大事な人と始めて出会った時を思い出すと、なぜだか嬉しい気持ちになったりも

します。 そういった気持ちこそが『出逢い』なのかもしれませんね。 新しい始まりを感じる４月…、皆

様にとって良い“出逢い”がありますように！  

歯ろはろ～新聞 

～あなたの生活に役立つ情報が満載の多田歯科医院からの医院だよりです～ 
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